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在遠距接觸情況下的多點間互動 
─從台灣‧日本‧中國間視訊連線的實例來看─  
施信余  
淡江大學日本語文學系助理教授  
 
 摘要  
 
  教室內的語言學習對語言知識的獲得雖有益處，然而由於
與 該 語 言 的 母 語 者 實 際 進 行 口 語 溝 通 的 語 言 使 用 場 合 甚 為 缺
乏，也因此一般認為要學會外語語用學上的用法著實困難。為
解決這樣的難題，導入視訊會議系統於語言教學上，讓學習者
身 處 日 本 以 外 的 地 方 也 能 和 日 語 的 母 語 者 溝 通 學 習 不 失 為 一
具體可行之道。  
  本 篇 論 文 首 先 回 顧 分 別 以 日 語 和 華 語 進 行 視 訊 會 議
1交 流
的實況以及針對參加會議的學習者們所進行的訪談內容，進一
步 探 討 以 視 訊 會 議 方 式 進 行 語 言 教 學 的 理 想 狀 態 及 難 處 為 研
究宗旨。  
  實際上，透過與同世代的他國學生進行交流，不但能增進
參與討論的能力，當順利運用外語傳達自身想法時得到的喜悅
將帶來成就感，當理解了對方的文化時得到的快樂將強化學生
內在的學習動機，有利於維持一定的學習熱誠。若有計畫性的
設計類似互動場合，讓學習者學習表達與理解，期能有效提升
口語溝通能力。  
 
關鍵字：視訊會議、遠距教學、互動、學習動機、學習意願  
                                                  
1  由 淡 江 大 學 、 日 本 早 稻 田 大 學 、 日 本 慶 應 大 學 、 北 京 大 學 四 校 共 同 舉
辦 之 大 學 生 視 訊 會 議 。  
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A Study of  Multi-point  Remote Interaction in Contact  
Situation: in  the  case  o f  v ideo  connect ion  between Taiwan,  
Japan and China  
Shin ,  Hs in-yu  
Ass i s t an t  p ro fessor ,  Tamkang  Univer s i ty ,  Ta iwan  
 
Abstract  
 
   L e a r n i n g  l a n g u a g e  i n  a  c l a s s r o o m h a s  a l w a y s  b e e n  t h e  e f f e c t i v e  wa y  
t o  g e t  l a n g u a g e  k n o w l e d g e ,  h o we v e r ,  o w i n g  l a c k i n g  o f  o c c a s i o n s  
s t u d e n t s  c a n  ma k e  r e a l  c o n v e r s a t i o n  w i t h  n a t i v e  s p e a k e r s ,  i t  i s  u s u a l l y  
b e l i e v e d  t h a t  t o  u se  a  l a n g u a g e  p r a g ma t i c a l l y  i s  n e a r l y  i mp o s s i b l e .  T h i s  
s i t u a t i o n  c o u l d  b e  s o l v e d  b y  i n t r o d u c i n g  t h e  v i d e o  c o n f e r e n c i n g  s y s t e m 
i n  l a n g u a g e  t e a c h i n g ,  wh i c h  a l l o w s  o v e r s e a s  l e a rn e r s  t o  h a v e  t h e  c h a n c e  
t o  c o m m u n i c a t e  w i t h  n a t i v e  s p e a k e r s  d i r e c t l y.   
 B e l o w  i s  t h e  r e s e a rc h  o u t l i n e :  T h e  f i r s t  p a r t  w i l l  b e  t h e  r e v i e w  o f  
p a s t  l i v e  v i d e o  c o n f e r e n c i n g 2  i n  J a p a n e s e / C h i n e s e  a n d  a l s o  i n t e r v i e w  
w i t h  p a r t i c i p a n t s .  F o l l o w i n g  w i l l  b e  d i s c u s s i o n s  o n  t h e  a d v a n t a g e s  o f  
l a n g u a g e  t e a c h i n g  b y  v i d e o  c o n f e r e n c e  a n d  d i f f i c u l t i e s  n e e d  t o  b e  
o v e r c o me .   
To  c o m mu n i c a t e  w i t h  s t u d e n t s  f r o m d i f f e r e n t  c o u n t r i e s  b u t  i n  t h e  
s a me  g e n e r a t i o n  c a n  e n h a n c e  t h e i r  w i l i n e s s  t o  p a r t i c i p a t e .  M e a n wh i l e ,  a  
s e n s e  o f  a c c o mp l i sh me n t  c o u l d  e a s i l y  b e  r e a c h e d  i f  s u c c e s s f u l  
c o m mu n i c a t e  b e i n g  m a d e .  We  a r e  c o n f i d e n t  t h a t  t h e  d e s i g n  a n d  p r a c t i c e  
o f  c o m mu n i c a t i o n  l e a r n i n g  f o r u m l i k e  t h i s  c a n  d e f i n i t e l y  i mp ro v e  o r a l  
c o m mu n i c a t i o n  s k i l l s .  
Ke y w o rd s :  v i d e o  c o n f e r e n c e  s y s t e m,  r e mo t e  e d u c a t i o n ,  i n t e r a c t i o n ,  
l e a r n i n g  m o t i v a t i o n ,  w i l l i n g n e s s  t o  l e a r n  
                                                  
2  T h i s  v i d e o  c o n f e r e n c e  i s  h e l d  b y  t h e s e  f o u r  c o l l e g e s :  Ta m k a n g  
U n i v e r s i t y,  Wa s e d a  U n i v e r s i t y,  K e i o  U n i v e r s i t y  a n d  P e k i n g  U n i v e r s i t y.  
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遠隔接触場面における多地点間インターアクション  
―台湾・日本・中国間のアクセス事例から―  
施信余  
淡江大学日本語文学科助理教授  
 
要旨  
 
教室習得環境は、言語知識を得るにはよいが、実際にその
言 語 の 母 語 話 者 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う 言 語 運 用 場 面
に乏しいため、意味の語用論的な側面の習得が困難になると
思われる。具体的な解決策としては、テレビ会議システムを
用いた遠隔教育を導入し、自国にいながら日本にいる日本語
母語話者との接触場面を作り出す方法などが考えられる。  
 本稿では、淡江大学、早稲田大学、慶応大学、北京大学を
結び、テレビ会議システムを使った日本語と中国語による交
流 の 実 況 と 学 習 者 を 対 象 と し た イ ン タ ビ ュ ー の 内 容 を 振 り
返り、テレビ会議システムを用いた言語教育のあり方とその
限界について考察することを目的とする。  
 実際、同じ世代の他国の学生と楽しく交流することで、討
論能力の上達はもちろん、学習言語を駆使し自ら意図したこ
とが相手に伝わった喜びは達成感へと繋がり、相手の文化を
理解できた楽しさは充実感へと繋がり、結果的に学習が内発
的に動機づけられ、学習意欲が持続していったことがわかっ
た。このようなコミュニケーションの場を計画的に設定し、
「表現したり理解したり」する活動を行うことにより、コミ
ュニケーション能力の育成に繋がると考えられる。  
 
キーワード：テレビ会議システム、遠隔教育、インターアク
ション、学習動機、学習意欲  
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遠隔接触場面における多地点間インターアクション  
―台湾・日本・中国間のアクセス事例から―  
施信余  
淡江大学日本語文学科助理教授  
 
１．はじめに  
外国語環境で学ぶ場合、その言語は実際の生活では用いら
れていないため、「教室習得環境」での学習となるのが普通
である。外国語環境で言語を習得する際、どのような部分が
環境的に不利であり、それはどのようにすれば克服できるか
ということを考察するには、様々な環境要因が言語習得にど
の よ う な 影 響 を 及 ぼ す か と い っ た 研 究 が そ の 手 が か り を 与
えてくれるであろう。  
 例えば教室習得環境は、言語知識を得るにはよいが、実際
に そ の 言 語 の 母 語 話 者 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う 言 語 運
用場面に乏しいため、意味の語用論的な側面の習得が困難に
なると思われる。具体的な解決策としては、テレビ会議シス
テムを用いた遠隔教育を導入し、外国語環境にいながらにし
て 学 習 言 語 の 母 語 話 者 と の 接 触 場 面 を 作 り 出 す 方 法 な ど が
考えられる。  
 本研究では、台湾の淡江大学、日本の早稲田大学、慶応大
学、中国の北京大学を結び、実際にテレビ会議システムを使
っ た 日 本 語 と 中 国 語 に よ る 交 流 の 実 況 と 学 習 者 を 対 象 と し
たインタビューの内容を振り返り、テレビ会議システムを用
い た 言 語 教 育 の あ り 方 と そ の 限 界 を 考 察 す る こ と を 目 的 と
する。  
 
２．テレビ会議及び教育への応用  
２．１  テレビ会議システムの活用について  
テレビ会議は、インターネット回線や電話回線などを利用
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して、離れた地点にいる者同士が、リアルタイムに映像や音
声をやりとりしながらコミュニケーションすることである。
テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム は 一 対 一 の 双 方 向 の や り と り を 前 提 と
するが、 近では多地点で複数の参加者によるテレビ会議も
可能となってきている。  
通信回線が整っていれば、国内はもとより外国ともテレビ
会議を利用して、情報を入手したり双方向のコミュニケーシ
ョンをしたりすることができる。学校においては、専門家に
よる「遠隔授業」、交流を含めた他校との「共同学習」の媒
体として学習においても大いに利用することができる。  
テレビ会議を利用した授業を組み立てていく上で、「参加
者」「相手」「授業形態」の三つの要素がテレビ会議を利用し
た授業を構成すると考えられる。「授業形態」については、
大きく「遠隔授業」と「共同学習」の二つに分かれる。「遠
隔授業」とは、専門性を持ったゲストティーチャーが、直接
情報提供や解説をしながら、教室の枠を超えて学習する形態
であり、教えられる側と教える側の立場が明確である。その
中には、「一斉指導」と「個別指導」がある。それに対し、「共
同学習」とは、参加した学習者が情報交換や質疑応答などを
通して互いに学びあう形態である。その中には、交流を主と
する「ふれあい」、学んだことを伝え合う「情報交流」、自分
の考えを伝え合う「意見交流」、言葉や音、動き等で思いを
表す「表現」、会議を主とする「打ち合わせ・相談」などが
あるという（平良他 2009）。  
今 回 の テ レ ビ 会 議 を 行 う に あ た り 特 に 意 識 し た こ と は 、
「参加する四校にとってメリットのある交流にする」という
ことである。つまり、ふれあうことによってコミュニケーシ
ョンへの関心・意欲を高めるというだけではなく、ふれあう
ことによりメリットを感じてもらえるような「共同学習」を
目指し、研究に取り組んでいる。  
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２．２  テレビ会議の長所及び予想される問題点  
 今回実施したテレビ会議では、同年代のアジア青年が日常
的なテーマについて議論し、「相互理解の促進と、母語また
は学習言語による運用力・発信力の向上」を目指している。
こういったテレビ会議システムを用いた際の長所、また予想
される問題点について表１にまとめてみた。  
 
表 １  テ レ ビ会 議 の 長所 と 予 想さ れ る 問題 点  
長 所  
1.学 校 内 だ け で は 得 ら れ な い 情 報 の 入 手 、人 と の 出 会 い が あ る こ
と  
  テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム に よ り 、離 れ た 地 域 の 人 々 と 交 流 す る こ
と が で き る 。 そ れ に よ り 、 異 な る 土 地 に 住 む 人 の 思 い 、 考 え 、
生 活 、文 化 な ど の 情 報 を 得 て 、視 野 が 広 が り 、新 た な 学 び の き
っ か け に な る で あ ろ う 。  
2.コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の 関 心 ・ 意 欲 が 高 ま る こ と  
同 じ 空 間 で の 学 習 と 違 い 、テ レ ビ 会 議 で の 学 習 は 画 面 上 で の
交 流 に な る 。画 面 上 で あ る か ら こ そ 相 手 に 対 す る 興 味 や 関 心 が
わ き 、も っ と や り と り し た い 気 持 ち や 、も っ と わ か り や す く 伝
え た い 気 持 ち が 生 ま れ 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の 関 心・意 欲 が
高 ま る で あ ろ う 。  
予 想 さ れ る 問 題 点  
1.参 加 者 全 員 に 参 加 意 識 を 持 た せ る こ と が 難 し い こ と  
  司 会 や 発 言 者 以 外 は そ の 場 に い る だ け の 状 態 に な り が ち で 、
課 題 意 識 が 薄 れ て し ま う 可 能 性 が あ る 。  
2. 通 信 回 線 の 状 況 に 左 右 さ れ や す い こ と  
  通 信 環 境 や 回 線 が 混 ん で い る な ど の 状 況 に よ り 、映 像 や 音 声
が う ま く 伝 わ ら ず 中 断 を 余 儀 な く さ れ て し ま う こ と が あ る 。  
3.時 間 の 調 整 が 必 要 で あ る こ と  
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   外 国 と の や り と り で は 時 差 の 問 題 が 生 じ る こ と が あ る た め 、
時 間 の 調 整 が 必 要 で あ る 。  
4.時 間 が か か る こ と  
タ イ ム ラ グ の 関 係 で 発 言 と 発 言 の 間 に 間 が 空 い た り 、カ メ ラ
ワ ー ク に 時 間 が か か っ た り す る 。ま た 、音 声 や 画 像 が う ま く 伝
わ ら な い 時 に は 聞 き 直 し が 必 要 と な っ て く る た め 、時 間 が か か
る 。  
 
テレビ会議だけを用いるのではなく、電話、電子メールや
掲示板、ビデオレターや手紙など、時と場合、相手に応じて
それぞれの良さを生かした「選択」や「組み合わせ」を考え
れば、問題点を解決することができ、テレビ会議の持つ長所
が生かされると考えられる。  
本研究では、母語が異なり、異文化を背景に持つグループ
間による、非正規授業 3での「共同学習」という形態を取り入
れた数回にわたる遠隔交流を観察対象とし、そこに現れる学
習 者 同 士 間 の イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の 特 徴 を 分 析 す る こ と を
試みる。  
 
３．実施状況  
３．１  実施対象  
本会議（「アジア学生ネットワーク」と称する）は、学生
主導の遠隔会議プログラムであり、アジア四大学をインター
ネットで結び、学生同士が忌憚なく意見を交換することを目
的に、2002 年から継続中の実践授業である。このように長期
                                                  
3 本 会 議 へ の 参 加 は 、 正 規 授 業 の 一 環 と し て 実 施 す る 学 校 も あ る が 、
筆 者 が 勤 務 す る 淡 江 大 学 で は 、 課 外 活 動 と し て 実 施 し て い る 。 学 期 初
め の 頃 に 学 部 四 年 生 を 対 象 に 参 加 者 募 集 を か け た 。 ま た 、 リ ア ル タ イ
ム の 遠 隔 交 流 に は 高 度 な 言 語 能 力 が 必 要 と さ れ る た め 、四 年 生 の う ち 、
特 に 交 換 留 学 経 験 者 を 優 先 さ せ た 。  
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にわたり定期的に外国語を使った交流ケースは少なく、異文
化理解や言語習得研究の貴重な資料である。  
 
 
３．２  実施目的  
 日 常 的 な テ ー マ に つ い て 学 生 に 深 く 突 っ 込 ん だ 議 論 の 場
を提供し、アジアの青年の相互理解を促進すると同時に、学
生 主 体 の 会 議 運 営 と 会 議 討 論 に 必 要 な 日 本 語 （ ま た は 中 国
語）の運用力を向上させ、また母語である中国語（または日
本語）による発信力を高めることは実施の目的である。  
 
３．３  実施期間  
本研究は、筆者が台湾淡江大学側の会議支援教師を担当し
た期間中（ 2009 年 10 月～ 2010 年 1 月）合計五回の会議を観
察対象とした。また、会議の模様をすべて録音、録画した。 
 
【 2009 年度の参加校及び各校の参加人数 4】  
淡 江 大 学  ６ 名  早 稲 田 大 学  ７ 名  
慶 応 大 学  １ ０ 名 程 度  北 京 大 学  ３ 名  
 
【 2009 年度前期の開催日程】（全５回）  
日 時  テ ー マ ／  
討 論 内 容  
使 用  
言 語  
司 会 校  
2009/10/29 ア イ ド ル  
・ 私 の ア イ ド ル  
・ ア イ ド ル に 国 境 は あ る ？  
・ 未 来 の ア イ ド ル 像  
中 国 語 淡 江 大 学  
2009/11/12 い じ め 問 題  日 本 語 慶 応 大 学  
                                                  
4 多 少 参 加 者 の 入 れ 替 わ り が あ る た め 、各 回 の 参 加 人 数 は 不 定 で あ る 。 
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・ 中 国 に い じ め 問 題 は あ る か 。
・ い じ め に 対 す る 周 囲 の 対 応  
・ イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の い じ め  
2009/11/26 オ バ マ  
・も し オ バ マ に 会 っ た ら ど ん な
質 問 を し た い か 。  
・オ バ マ は か っ こ い い と 思 う か
中 国 語 北 京 大 学  
2009/12/10 ク リ ス マ ス  
・ク リ ス マ ス は ど の よ う に 過 ご
す か 。  
・ 誰 と 一 緒 に 過 ご す か 。  
・自 国 で は 、ど ん な 時 、若 者 は
共 に 過 ご す 相 手 が い な い と
特 に 寂 し く 感 じ る か 。そ れ は
な ぜ か 。  
日 本 語 早 稲 田 大 学
2010/01/07 私 が 感 じ た 貧 富 の 差 と 教 育  
・裕 福 な 家 庭 で 育 っ た 子 ど も は
人 よ り 良 い 教 育 を 受 け ら れ
る の か 。  
・お 金 持 ち と 良 い 教 育 を 受 け る
こ と に は 必 然 性 は あ る か 。  
中 国 語 慶 応 大 学  
 
３．４  実施方法  
討論テーマの決め方であるが、会議開催の一週間前までに、
司会担当校の参加学生が「四校が共通の関心を有すると思わ
れる話題」という前提条件に従ってテーマを決め、他の参加
校に知らせる、というふうに行ってきた。また、他人の発言
が理解しやすくなったり、自分の意見がうまく伝わったりし、
会議の進行がスムーズになるよう、当日参加する学習者には、
そ れ ぞ れ の 話 題 に つ い て ま と ま り の あ る 意 見 が 言 え る 程 度
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の準備をしてくるよう指示した。  
そして、毎回会議終了後に構造化アンケート（付録１をご
参照のこと）に記入してもらった。アンケートには、交流が
うまくできているかの振り返りや、 も印象に残った発言、
会議全体に対する意見などの質問が盛り込まれている。さら
に、今後の活動設計の改善に生かすために、五回目の会議の
後、淡江大学側の参加者、日本語学科四年生四名にフォロー
アップ・インタビュー（半構造化のもの；付録２をご参照）
を実施し、「アジア学生テレビ会議」に対する意見を伺った。
収 集 し た ア ン ケ ー ト 及 び 全 体 終 了 後 に 実 施 し た イ ン タ ビ ュ
ーの内容を本研究の分析対象とした。  
 
３．５  分析方法  
 フォローアップ・インタビューの質問内容は、大きく「会
議そのものについて」、「会議前の関連事項」、「会議進行中の
関連事項」、「会議後の関連事項」及び「今後に生かすための
アドバイス」の五つの部分に分かれている。  
 「会議そのものについて」の部分は、参加するきっかけ、
テーマや全体のセッティングに関する質問を設けた。また、
「会議前」「会議進行中」「会議後」に関しては、それぞれ、
どのように事前準備をするか、理想的なインターアクション
のあり方、フィードバックのし方が質問のポイントとなって
いる。 後に、今後の実施に生かすために改善点と評価すべ
きところも話してもらった。  
 インタビューを受けた学習者の意見をまとめる際、「KJ 法」
5の手法を取り入れた。  
                                                  
5  「 KJ 法 」 は 川 喜 田 二 郎 が デ ー タ を ま と め る た め に 考 案 し た 手 法 で あ
る 。 デ ー タ を カ ー ド に 記 述 し 、 カ ー ド を グ ル ー プ ご と に ま と め て 、 図
解 し 、論 文 な ど に ま と め て い く 。共 同 で の 作 業 に も よ く 用 い ら れ 、「 創
造 性 開 発 」 に 効 果 が あ る と さ れ る 。  
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４．結果と考察  
以下では、淡江大学側の参加者４名を対象に実施したイン
タビューの内容を表にまとめる。  
 
●  会 議 そ の も の に つ い て  
1． テ レ ビ 会 議 に 参 加 す る の は 今 回 で は じ め て か 。  
 （ 似 た 経 験 が あ る 場 合 、 そ の 会 議 の 様 子 を 述 べ る よ う に ）  
→は い 。 は じ め て の 経 験 だ っ た た め 、 新 鮮 だ っ た 。  
2． 今 回 の テ レ ビ 会 議 に 参 加 す る き っ か け は ？  
→日 本 語 に よ る 口 頭 練 習 の 良 い 機 会 だ と 思 っ た か ら 。  
3． 全 体 の セ ッ テ ィ ン グ に 関 す る 意 見  
 （ 参 加 学 校 数 、 参 加 人 数 、 開 催 時 間 、 開 催 頻 度 等 ）  
→一 時 間 程 度 の 長 さ は 外 国 語 の 練 習 に は ち ょ う ど い い 。疲 れ な い の が
い い 。  
→時 々 発 言 の 時 間 配 分 が う ま く で き て い な い た め 、発 言 権 が 一 部 の 学
校 に 握 ら れ て し ま い 、 意 見 も 主 観 的 に な り が ち 。  
4． 日 本 語 会 議 と 中 国 語 会 議 の 両 方 を 設 定 し た こ と に 関 す る 意 見 。  
→半 々 に す れ ば 、準 備 の 負 担 が そ れ ほ ど 重 く な ら な い し 、自 分 の 意 見
を ち ゃ ん と 述 べ る こ と が で き る か ら い い 。  
→両 方 あ っ て よ い 。双 方 に と っ て 外 国 語 を 用 い て 練 習 す る 機 会 が 持 て
る か ら 。  
5． 会 議 の テ ー マ が 妥 当 か に つ い て 。 も し 変 更 で き る な ら 、 ど の よ う
に 調 整 し た い か 。  
→易 し い テ ー マ も あ れ ば 難 し い の も あ る 。「 ク リ ス マ ス 」 の 時 は 楽 し
か っ た 。 み ん な 親 切 だ っ た し 6。  
                                                  
6 四 回 目 の 会 議 で は 、 前 半 音 声 ト ラ ブ ル が 起 き た た め 、 淡 江 大 学 側 の
音 声 が 他 校 に 届 か ず 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 参 加 で き な い 状 況 だ っ た 。
そ の 際 、 司 会 校 は ○ ×の 手 ぶ り で 答 え ら れ る 簡 単 な 質 問 を し 、 配 慮 し
 128
→日 常 生 活 に 関 す る テ ー マ 、気 軽 に 話 せ る テ ー マ は も っ と あ っ て ほ し
い 。  
→話 題 が 難 し す ぎ る と 、専 門 用 語 が た く さ ん 出 て し ま う 。そ う い っ た
場 合 、十 分 な 準 備 時 間 を 与 え て ほ し い 。基 本 的 な 知 識 を 把 握 す る の
に 時 間 が か か る か ら 。  
●  会 議 前 の 関 連 事 項  
6． 会 議 前 、 ど の よ う に 準 備 す る か 。（ 特 に 工 夫 す る こ と は な い か ）  
→与 え ら れ た 議 題 に つ い て 自 分 の 知 っ て い る 情 報 や 知 識 を 整 理 し て
お く 。 ほ か は 臨 機 応 変 に 。  
→中 国 語 会 議 の 場 合 は 特 に 準 備 し た り は し な い が 、日 本 語 会 議 の 場 合
は 、ち ゃ ん と イ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 使 っ て 関 連 す る 資 料 や ニ ュ ー ス
を 調 べ て お く 。  
7． 全 員 で 事 前 会 議 を 開 く 必 要 は あ る と 思 う か 。  
→本 番 の 会 議 の 15 分 ～ 30 分 前 に 行 う の は ど う か 。 質 問 さ れ て す ぐ に
意 見 が ま と ま ら な い こ と が あ る か ら 。会 議 の 直 前 の 時 間 を 使 っ て 同
じ グ ル ー プ の 参 加 者 の 意 見 を ま と め て お く の は よ い と 思 う 。  
→議 題 に 関 連 す る 知 識 を 事 前 に 知 っ て お け ば 、会 議 で の 意 見 交 流 が う
ま く い く か ら 、 特 に 必 要 は な い 。  
●  會 議 進 行 中 の 関 連 事 項  
8．会 議 進 行 中 、「 学 生 同 士 間 の 理 想 的 な イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の あ り 方 」
と は ？（ グ ル ー プ リ ー ダ ー は 必 要 か 、発 言 権 を 均 等 に 与 え る べ き か
な ど ）  
→議 題 に つ い て 発 言 し た い 人 は 積 極 的 に 発 言 す れ ば よ い 。し か し 、発
言 回 数 が 比 較 的 少 な い 人 に は 発 言 を 促 し て み る の も よ い 。リ ー ダ ー
が い れ ば 、リ ー ダ ー に 頼 っ て し ま い 、発 言 し た く な く な る 。し か し 、
人 数 が 多 い 場 合 、グ ル ー プ リ ー ダ ー を 立 て 、リ ー ダ ー が 発 言 順 序 を
決 め る 必 要 が 出 て く る か も し れ な い 。  
                                                                                                                                        
て く れ た 。  
 129
→暗 黙 の 了 解 で 発 言 権 を 回 し た り す る ほ う が よ い 。リ ー ダ ー が 発 言 指
定 権 を 握 っ て い れ ば 、 強 迫 し て 発 言 さ せ ら れ た 感 じ が 出 て し ま う 。
仲 間 が 発 言 の 途 中 と ま ど っ た り す る 場 合 、発 言 権 を 横 取 り し な い で
傍 ら か ら サ ポ ー ト す る よ う 心 が け て い た 。  
9． 教 師 が 会 議 に お け る 役 割 と は ？  
→相 手 の 発 言 が 理 解 で き な か っ た り 、適 切 な 表 現 が 見 つ か ら な か っ た
り す る 際 、 手 助 け を く れ る 者 で あ る 。  
→教 師 が 教 室 に い た ほ う が 安 心 し て 会 議 に 臨 め る 。  
→教 師 が い た ほ う が 会 議 は ち ゃ ん と し た 感 じ が す る 。突 発 事 件 が 起 き
た 際 パ ニ ッ ク に な ら ず に 続 け ら れ そ う 。  
10．会 議 の 時 緊 張 し た こ と は あ る か 。自 分 の 意 見 を 適 切 に 伝 え る こ と
が で き た か 。 自 分 の 意 見 は 他 の 参 加 者 に 尊 重 さ れ て い た か 。  
→日 本 語 会 議 の 時 は 、 緊 張 し た り す る 。  
→参 加 者 の 間 に イ ン タ ー ア ク シ ョ ン が あ れ ば 、相 手 の 反 応 か ら 自 身 を
見 直 す こ と が で き る か ら い い 。  
●  会 議 後 の 関 連 事 項  
11． 会 議 の 後 、 振 り 返 り や フ ィ ー ド バ ッ ク は し た か 。  
→日 中 台 三 カ 国 の 文 化 的 相 違 や 会 議 の 時 の 様 子 を 思 い 出 し た り す る 。
→会 議 が 終 わ っ て か ら で も 、 ほ か の 参 加 者 と 話 し 合 っ た り す る 。  
→特 に 振 り 返 っ た り は し な い 。  
●  今 後 に 生 か す た め の ア ド バ イ ス  
12．学 校 内 の 遠 隔 教 室 設 備 に 満 足 し て い る か 。も し 会 議 進 行 中 機 械 ト
ラ ブ ル が あ っ た 場 合 、 ど の よ う に 対 応 す べ き だ と 思 う か 。  
→設 備 は な か な か い い 。小 さ い ほ う の 教 室 が 好 き 。技 術 的 な ト ラ ブ ル
に は 即 座 に 対 応 す る の は 難 し い 。  
→機 械 ト ラ ブ ル が 起 こ っ た 場 合 、 ○ ×で 答 え ら れ る よ う な 質 問 を す
る 、 或 い は し て も ら う と よ い 。  
13． も 印 象 に 残 っ た こ と は 何 か 。  
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→「 い じ め 問 題 」。 自 分 に は 実 体 験 は な い が 、 討 論 を 通 し て 各 国 の 間
に 違 い が あ る こ と を 実 感 し た 。深 刻 な 話 題 で あ る ほ ど 、各 国 間 の 違
い が 明 ら か の よ う に 感 じ る 。  
→音 声 ト ラ ブ ル が 印 象 的 だ っ た 。  
14． 他 の 参 加 校 か ら 学 ん だ こ と は 何 か 。  
→慶 応 は 、ス ピ ー ド を 落 と し て 話 し て く れ る な ど 、は っ き り し た 話 し
方 が 安 心 感 に つ な が る 。  
→慶 応 は 事 前 準 備 が よ く で き て い る 。ま じ め だ し 、積 極 的 に 発 言 し た
り す る 。  
→慶 応 。  
慶 応 側 の 留 学 生 は お 互 い に サ ポ ー ト し た り す る よ う に 感 じ た 。  
15． 会 議 に 参 加 し て 一 番 大 き な 収 穫 は 何 か 。  
→異 な る 文 化 を 背 景 に 持 つ 人 々 と の 交 流 を 通 し て 、他 人 の 考 え 方 を 知
る こ と 。  
→言 語 学 習 。特 に 言 語 運 用 上 の 学 習（ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン・ス ト ラ テ
ジ ー な ど ）。  
16． も 改 善 す べ き 点 は ど こ か 。  
→発 言 と 発 言 の 間 、間 が 入 っ て し ま う 。ス ム ー ズ に 行 っ て い け る 工 夫
が 必 要 。  
→時 間 の 把 握 。 た ま に 発 言 が 長 す ぎ る 場 合 が あ る 。  
→会 議 以 外 の 時 間 に も 交 流 が で き る よ う に 、電 子 掲 示 板 な ど が あ れ ば
よ い 。  
17．あ な た に と っ て「 理 想 的 な テ レ ビ 会 議 の あ り 方 」と は 何 か 。実 際
参 加 し て み て 、 想 像 し た の と は ど う 違 う の か 。  
→フ ォ ー マ ル な 会 議 か な と 思 っ た 。実 際 に 参 加 し て み て 、身 近 で 気 楽
に 討 論 で き る 話 題 も あ れ ば 、深 い テ ー マ も あ っ て よ か っ た 。深 い テ
ー マ の 時 、 事 前 に 同 グ ル ー プ の 人 が 集 ま っ て 話 し 合 う 必 要 が あ る 。
→全 員 が パ ソ コ ン モ ニ タ ー を 囲 ん で 会 議 す る の か と 思 っ た 。メ ッ セ ン
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ジ ャ ー の よ う に 、発 言 す る 人 は モ ニ タ ー の 前 に 立 っ て 、音 声 も 発 言
す る 人 の 分 だ け 届 け ら れ る の か と 思 っ た 。映 像 も 音 声 も 全 員 で 共 有
で き て よ い 。  
→ホ ー ル の よ う な 大 教 室 と ス タ ジ オ の よ う な 教 室 が あ る 。ス タ ジ オ の
よ う な 教 室 の 方 が み ん な 近 く に 座 っ て い る か ら 安 心 す る 。  
18． 課 外 活 動 と し て 実 施 し た テ レ ビ 会 議 の 長 所 と 短 所 に つ い て 。（ 正
規 授 業 の 一 環 と し て 実 施 し た 場 合 と 比 較 し て ）  
長 所 : 
・ 人 数 が 少 な い た め 、 一 人 当 た り の 発 言 回 数 が 比 較 的 多 い 。  
・学 業 成 績 な ど 、教 師 の 評 価 と 関 係 が な い た め 、リ ラ ッ ク ス し て 参 加
す る こ と が で き る 。 出 来 栄 え ば か り 気 に す る こ と は な い 。  
・ 自 主 性 が 高 い 。  
短 所 : 
・ 拘 束 力 が 足 り な い 。  
19． そ の 他 の 意 見 や 感 想  
→今 回 は ア ジ ア の 学 生 を 中 心 と し て い た 。民 族 性 に よ る 影 響 に も 興 味
が あ る か ら 、 欧 米 学 生 の 参 加 を 期 待 す る 。  
 
 上記の参加者意見をさらに、「討論のトピック」「トラブル
への対応」「母語による会議に臨む姿勢」「教師の役割」の四
つの項目に分けてまとめる。  
 
（１）「討論のトピック」について  
 上記の参加者意見からわかるように、議論のトピックは個
人の日常生活に関する身近な話題が好まれる傾向がある。ま
た、少し深刻な話題でもよいが、台日中のどちらの国の参加
者 に と っ て も 関 心 の あ る 話 題 で あ る こ と が 望 ま し い よ う で
ある。その場合、事前準備がかなり必要になってくるという。 
 
 132
（２）「トラブルへの対応」について  
イ ン タ ビ ュ ー で は 接 続 ト ラ ブ ル に 関 す る 感 想 が 多 く 寄 せ
られた。お互いがストレスを感じている中、その状況に対し
て 相 手 が い か に 対 応 し て い た か と い う こ と が 強 い 印 象 と し
て残るようである。「相手は一生懸命話しかけてくれた」「こ
ちらの音声状態が悪くても、相手はイライラせず、こちらの
様子を気にかけてくれたり、音声が途切れても討論に参加で
きるような工夫をしたりして本当によかった」などのように、
トラブルが発生しても、相手が落ち着いて対応すれば問題が
軽減されるといった感想が目立った。  
 
（３）「母語による会議に臨む姿勢」について  
母語による会議に臨む姿勢に関しては、その言語の学習者
である他校の参加者にわかりやすく伝えるために、話すスピ
ードを緩めたり、大きな声ではっきりした話し方をしたりす
る工夫が見られた。話が盛り上がった時にそれを忘れてしま
うこともあるが、お互いにゆっくりとしたスピードであまり
難しい言葉遣いをしないよう注意する場面も観察された。  
 
（４）「教師の役割」について  
会議運営の支援者である教師の存在は、会議において一定
の緊張感と安心感を保つことができるなどを理由に、学習者
は会議開催時における教師の存在を必要としている。また、
教師の突発事件への対応能力も期待されることがわかった。 
 
 
 
５．おわりに  
５．１  筆者が会議の実施を通して感じたこと  
以 下 で は 会 議 運 営 支 援 教 師 の 一 員 で あ る 筆 者 が 感 じ た こ
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とを述べる。今回会議に参加した淡江大学側の台湾人学習者
は全員交換留学経験のある上級学習者であったため、「発音
の正確さ」や「内容の理解度」には特に問題はなかったが、
「事前準備は万全であるか」や「学習者にとって興味が持て
る話題であるか」は、会議の進行に大きな影響を与えると感
じた。また、「くっきり、なめらかな映像であるか」や「接
続が途切れていないか」など、通信回線の接続状況も会議の
進行に大いに影響するようである。  
教師は、ストレスを感じることなく、目的が明確で、意味
のある遠隔交流の環境づくりに力を入れるほか、学習者の参
加意欲が高まるような内容設計、一回で終わってしまうので
はなく、議論が深まりやりとりを続けていける工夫が必要だ
と思われる。また、全体連絡がスムーズにいけるよう、各校
の担当教員が連絡しあう健全なネットワークづくりも、この
ようなテレビ会議を運営していくには不可欠であろう。  
「４．結果と考察」で述べられた結果からわかるように、
実際、テレビ会議システムを通して、同じ世代の日本人学生
及び中国人学生と楽しく交流することで、ディスカッション
能力の向上はもちろん、互いの考えや文化などを知ることが
できた。それに、知的好奇心が満たされ、様々な知識が深ま
っていくことにより、学習動機が高まっていった。また、日
本 語 に よ る 発 話 の 中 で 自 ら 意 図 し た こ と が 相 手 に 伝 わ っ た
瞬間の喜びは達成感へと繋がり、それにより自己効力感が高
められたり、中国語で日本人と会話し、日本や日本文化を理
解できた楽しさは充実感へと繋がり、結果的に学習が内発的
に動機づけられ、学習意欲が持続していったりしたことがわ
かった。テレビ会議システムを活用してコミュニケーション
する場を計画的に設定し、「表現したり理解したり」する活
動を行うことにより、コミュニケーション能力の育成に繋が
ると考えられる。  
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５．２  今後の課題  
本 研 究 は 遠 隔 会 議 の 実 施 状 況 や 参 加 者 の 感 想 を 報 告 す る
のみに留まったが、録音、録画データをもとに、コミュニケ
ー シ ョ ン を 円 滑 に 運 ぶ た め に 用 い ら れ る フ ィ ラ ー や 協 調 的
ストラテジーなど、異なった観点から本研究を述べることも
できよう。テレビ会議システムを利用した言語教育の授業形
態は、今後、日本語教育のバリエーションの一つとして、更
なる発展が期待されることであろう。  
 
付 記  
1.本 論 文 は 台 湾 淡 江 大 学 外 国 語 文 学 院 98 学 年 度 整 合 型 研 究 計 画『 大 學
教 育 培 育 日 語 學 習 者 之 相 關 研 究 』の う ち 、「 教 學 法 及 指 導 法 之 相 關 調 査
研 究 」 の 研 究 成 果 で あ る 。  
2.本 論 文 は 2010 日 本 語 教 育 学 会 世 界 大 会（ 於：台 湾 国 立 政 治 大 学 ）に
お い て 口 頭 発 表 し た も の に 加 筆 ・ 修 正 を 加 え た も の で あ る 。  
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付 録 １  構 造 化 ア ン ケ ー ト （ 中 国 語 版 ）  
 
開 會 日 期 ：                     討 論 語 言 ：  
參 加 學 校 ：                     主 持 單 位 ：  
大 討 論 題 ：                     副 討 論 題 ：  
問 題       
1  對 於 這 次 的 會
議 , 你 感 到 比 較
滿 意 的 是 哪 個
部 分 ?(可 多 選 ) 
前 半 部 分  中 間 部 分  後 半 部 分   
2  滿 意 的 深 度 是 ? 
(可 多 選 ) 
完 全 滿 意  大 部 分 滿 意 一 般   
3  滿 意 的 理 由 是 ? 
(可 多 選 ) 
討 論 的 內 容
很 好  
討 論 順 暢  積 極 提 問  有 話 可 說  
能 夠 聽 得 明
白  
能 夠 相 互 認
識  
其 他 原 因  
4  感 到 不 太 滿 意
的 是 哪 部 分 ? 
(可 多 選 ) 
前 半 部 分  中 間 部 分  後 半 部 分   
5  理 由 是 ? 
(可 多 選 ) 
討 論 的 內 容
太 膚 淺  
語 言 水 平 差 觀 點 有 問 題 發 言 機 會 比
較 少  
不 太 能 聽 懂 網 路 障 礙    
6  交 流 不 順 暢 的
主 要 原 因 是 ? 
(可 多 選 ) 
語 言 水 平 差 文 化 差 異  概 念 不 同  觀 點 有 問 題  
主 持 不 太 好 網 路 障 礙  其 他 原 因  
7  討 論 內 容 中 印
象 最 深 的 發 言
是 什 麼 ? 
(自 由 回 答 ) 
發 言 單 位 ,(如 果 記 得 )發 言 人  
8  理 由 是 ? 
(可 多 選 ) 
很 活 潑  精 彩 提 問  精 彩 追 問  想 法 特 別  
其 他 原 因  
9  請 說 說 對 於 本
次 會 議 的 總 體
意 見  
(自 由 回 答 ) 
 
1 0  如 果 方 便 的 話 ,
請 告 訴 我 們 您
現 在 的 國 籍  
日 本  中 國  台 灣  韓 國  
其 他  
1 1  您 的 母 語 是 什
麼 ?(可 多 選 ) 
日 文  中 文  
(含 台 語 ) 
韓 文  其 他  
1 2  您 學 習 外 語 ( 中
文 或 日 語 ) 多 久
了 ?(單 選 ) 
一 年 以 下  兩 年 以 下  五 年 以 下  十 年 以 上  
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付 録 ２  フ ォ ロ ー ア ッ プ ・ イ ン タ ビ ュ ー 質 問 一 覧  
 
● 会 議 そ の も の に つ い て  
1． テ レ ビ 会 議 に 参 加 す る の は 今 回 で は じ め て か 。  
 （ 似 た 経 験 が あ る 場 合 、 そ の 会 議 の 様 子 を 述 べ る よ う に ）  
2． 今 回 の テ レ ビ 会 議 に 参 加 す る き っ か け は ？  
3． 全 体 の セ ッ テ ィ ン グ に 関 す る 意 見  
 （ 参 加 学 校 数 、 参 加 人 数 、 開 催 時 間 、 開 催 頻 度 等 ）  
4． 日 本 語 会 議 と 中 国 語 会 議 の 両 方 を 設 定 し た こ と に 関 す る 意 見 。  
5．会 議 の テ ー マ が 妥 当 か に つ い て 。も し 変 更 で き る な ら 、ど の よ う に
調 整 し た い か 。  
● 会 議 前 の 関 連 事 項  
6． 会 議 前 、 ど の よ う に 準 備 す る か 。（ 特 に 工 夫 す る こ と は な い か ）  
7． 全 員 で 事 前 会 議 を 開 く 必 要 は あ る と 思 う か 。  
● 会 議 進 行 中 の 関 連 事 項  
8．会 議 進 行 中 、「 学 生 同 士 間 の 理 想 的 な イ ン タ ー ア ク シ ョ ン の あ り 方 」
と は ？ （ グ ル ー プ リ ー ダ ー は 必 要 か 、 発 言 権 を 均 等 に 与 え る べ き か
な ど ）  
9． 教 師 が 会 議 に お け る 役 割 と は ？  
10． 会 議 の 時 緊 張 し た こ と は あ る か 。 自 分 の 意 見 を 適 切 に 伝 え る こ と
が で き た か 。 自 分 の 意 見 は 他 の 参 加 者 に 尊 重 さ れ て い た か 。  
● 会 議 後 の 関 連 事 項  
11． 会 議 の 後 、 振 り 返 り や フ ィ ー ド バ ッ ク は し た か 。  
● 今 後 に 生 か す た め の ア ド バ イ ス  
12． 学 校 内 の 遠 隔 教 室 設 備 に 満 足 し て い る か 。 も し 会 議 進 行 中 機 械 ト
ラ ブ ル が あ っ た 場 合 、 ど の よ う に 対 応 す べ き だ と 思 う か 。  
13． も 印 象 に 残 っ た こ と は 何 か 。  
14． 他 の 参 加 校 か ら 学 ん だ こ と は 何 か 。  
15． 会 議 に 参 加 し て 一 番 大 き な 収 穫 は 何 か 。  
16． も 改 善 す べ き 点 は ど こ か 。  
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17． あ な た に と っ て 「 理 想 的 な テ レ ビ 会 議 の あ り 方 」 と は 何 か 。 実 際
参 加 し て み て 、 想 像 し た の と は ど う 違 う の か 。  
18．課 外 活 動 と し て 実 施 し た テ レ ビ 会 議 の 長 所 と 短 所 に つ い て 。（ 正 規
授 業 の 一 環 と し て 実 施 し た 場 合 と 比 較 し て ）  
19． そ の 他 の 意 見 や 感 想  
 
